
令和７年度長野県民の結婚・出産・子育てに関する意識調査結果の概要について

１

調査方法等

回答者基本属性

＜婚姻状況＞

調査方法 インターネット調査

調査対象

以下の条件に該当する者を、ネットモニターより抽出

・性別・年齢：18～49歳男女

・居住地域：長野県

・長野県の性・年代構成に可能な限り近くなるように回収を行う。

有効回収数 3,014

調査実施時期 令和７年６月25日～令和７年７月７日

＜性別・年代＞

県民文化部こども若者局次世代サポート課

男性10・20代

男性30代

男性40代

女性10・20代

女性30代

女性40代 4.5

13.8

30.8

10.0

19.5

21.4

上記３つの円グラフを重ねて作成　⇒

n=3,014

既婚
1,530

（50.8%）

未婚
1,484

（49.2%）

離・死別
179

（5.9%）

結婚したことはない
1,305

（43.3%）

結婚意向あり
(結婚予定ありを含む)

652

（21.6%）

結婚意向なし・
わからない

832

（27.6%）
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すでに結婚する予定がある すぐにでも結婚したい

2・3年以内に結婚したい いずれは結婚したい

結婚するつもりはない

独身者の結婚意向

○ 独身者のうち「結婚するつもりはない」と回答した者が2016年の19.4%から2025年の
39.8%に20.4ポイント増加しており、独身者の結婚意向の低下が見られる。

○ 結婚意向のない独身者の各年代の推移は、近年では全年代が増加傾向にあり、特に30代
において増加が顕著である。

【結婚】
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○結婚意向のない者の独身でいる理由は、「そもそも結婚願望がないから」、「結婚する必
要性を感じないから」の順に高い。

〇また、結婚意向のない独身者は、他の属性に比べ、結婚を「メリットとデメリットを比較
したうえで判断するもの」と捉えている傾向にある。

結婚意向のない者の独身でいる理由
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そもそも結婚願望がないから

結婚する必要性を感じないから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

今の生活で十分幸せだから

結婚生活を送るには年収が少ない、または結婚資金が足りない
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14.3

45.6
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40.7

25.6

20.8

44.4
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(%)

結婚は、当然すべきものだと思う

結婚は、したほうがいいものと思う

結婚は、しなくてもよいものだと思う

結婚は、メリットとデメリットを比較したうえで判断するものだと思う

結婚についての考え方

既婚者

独身者

（結婚意向あり）

独身者

（結婚意向なし）

(2025年)

※「最大の理由」として回答されたものを集計

３

【結婚】
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33.1

21.3

6.3

58.6

59.5

45.0 
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2.7

4.0 
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(%)

結婚すると、幸せになるイメージがある

結婚すると、どちらかというと幸せになるイメージがある

結婚すると、どちらかというと不幸になるイメージがある

結婚すると、不幸になるイメージがある

○結婚に対するイメージとしては、既婚者の91.7%が結婚すると、幸せになるイメージがある
と回答した一方で、結婚意向がない独身者は51.3%にとどまっている。

〇また、結婚の良さ、楽しさについては、結婚意向のない独身者は、他の属性に比べ「子ども
や家族を持てる」、「好きな人と家族として一緒に暮らせる」ことを良さ、楽しさとして認
識していないことからも、結婚に対しポジティブなイメージが低いことがわかる。
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※「最大の理由」として回答されたものの上位４項目を記載
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【結婚】
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(年) 職場や仕事の関係で
友人やきょうだいを通じて
インターネットサイトやSNSで
学校で
学校以外のサークル活動やクラブ活動、習い事で

夫婦が知り合ったきっかけ

○夫婦が知り合ったきっかけは、「職場や仕事の関係で」が32.7％と最も高く、「インー
ネットサイトやSNSで」と回答した者が2016年の5.3%から2025年の11.9%に6.6ポイ
ント増加している。

○夫婦が知り合ったきっかけとして「インターネットサイトやSNSで」と回答した者
は年々増加しており、特に10・20代では2016年の6.2%から2025年の22.9％と3倍
以上増加している。

【結婚】
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○既婚者の理想の子どもの数、実際に持つつもり(予定)の子どもの数ともに低下傾向にあり、
結婚しても子どもを持つ意欲が徐々に低下してきていると考えられる。

○「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が一貫してトップの理由となっており、子育
ての経済的負担が子育て世代に重くのしかかっていることが分かる。

2.37 2.38 2.40
2.37 2.39

2.32 2.31
2.26

2.22 2.20 

1.85 1.86
1.81

1.88 1.86
1.81 1.79

1.76
1.72 1.70 

1.5

2

2.5

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

(人)

(年)

理想の子どもの数 実際に持つつもり(予定)の子どもの数

理想の子どもの数・実際に持つつもり
(予定)の子どもの数（既婚者）

57.9

48.0 48.4
50.5

47.9
51.0

55.5
57.3 57.8 57.1 

25.8

34.7 33.6 32.8

37.7
40.8

38.3 39.5
41.5 42.1 

23.1

26.9

20.7 20.3
20.9

23.7

23.0
20.0

22.0 
25.3 

12.9
16.2 17.5 17.0

21.3 21.0

21.4

26.5
29.2 

25.9 

0

30

60

2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

(%)

(年)

子育てや教育にお金がかかりすぎるから

自分または配偶者(パートナー)の年齢的理由から

健康面・体調面の理由から

これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから

実際に持つつもり(予定)の子どもの数が
理想の子どもの数より少ない理由(既婚者)

【出産・子育て】
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〇既婚者のうち、共働き（正規×正規）世帯は現在の子どもの数と持つつもり（予定）の子ど
もの数、いずれも上昇したものの、それぞれの乖離幅は大きい。

○共働き世帯（正規×非正規）は現在の子どもの数と持つつもり（予定）の子どもの数、いず
れも横ばい傾向。それぞれの乖離幅は小さい。

【出産・子育て】
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家事・育児に専念するため、自発的に辞めた

結婚・出産・育児を機に辞めたが、理由は結婚・出産・育児に直接関係ない

仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立が難しそうだった

その他
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○１人目の子どもが生まれた時の母親の仕事の状況は、2018年と比べ、育児休業を取得して
働き続けている割合が全世代で増えており、若い世代では退職する割合は減少※１している。

〇退職理由は2018年に比べ、30代・40代では「仕事と育児の両立が難しそうだった」と
回答した人の割合が増えている※２一方、「家事・育児に専念するため、自発的に辞めた」
と回答した人の割合は、若い世代を中心に減少している。

【出産・子育て】

1人目の子どもを出産したときの
母親の仕事の状況

1人目の子どもの妊娠・出産・育児の時期に
仕事を辞めた理由
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妊娠～子どもが1歳になる前の間に退職した

妊娠前から無職だった

分からない・答えたくない
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※２ 「仕事と育児の両立が難しそうだった」ことを理由に仕事を辞めた人の割合
    は全世代（合計）で増加しているものの、合計の実数では減少している
       （2018年：134人、2025年：112人）

▲26.2%

▲7.1%

10.0

※１ 退職した人（実数）も、2018年に比べ減少している
   （2018年：667人、2025年：459人）

▲9.8%



〇既婚者に対して第２子以上を出産して育てていくために必要なものとして、｢配偶者(パー
トナー)の家事・子育てへの協力｣を求める割合が男女間で大きく乖離している。

○家庭保育者が求める支援は、「子どもを安心して遊ばせることができる施設」が最も高い
が、「子どもを預かってもらえる支援」が増加傾向であり、家庭保育の負担感が増してい  
る可能性がある。
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事前予約なしで子どもを預かってもらえる支援

短時間でも子どもを預かってもらえる支援

理由を問わずに子どもを預かってもらえる支援

子育てについて気軽に相談できる身近な場所

【出産・子育て】
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